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《吉田証言と河野談話をめぐる年表》

★１９５３年４月１日 同日発行の 『朝鮮総論』第７号 （朴慶植編『在日朝鮮人関係

資料集成〈戦後編〉第９巻』２００１年２月２３日発行・所収の復刻から）

で、高成浩論文「忘れ去られた歴史は呼びかける——日朝親善を念願するが故に」が

掲載される。「戦争が一層熾烈となってくると、あり余る筈であった日本の人的資源

も、ようやく底をついてきたので、政府は、朝鮮の都市や農村から青壮年の狩り出し

を行った。すなわち、政府の出先機関は、警察や憲兵を先立てて、トラックでもって、

通行人や田畑で働いている朝鮮人を、うむをいわさず、狩り集めてこれに乗せ、各地

の収容所に、厳重な銃剣による監視をつけて収容し、一定の数に達すると、これを集

団奴隷のようにして、日本に運び込んだ。故にかれらは、その愛する父母や妻子達と

顔をあわせ、別離の言葉をかわす余裕すらなく、田畑に出た人も、用をたしに出た人

も、出掛けたきり、帰らなかったのである。…その上一層あわれなのは婦女子の場合

である。設営隊や労働力補充のために青壮年の狩り出しをするのと同時に未婚の女子

や、子のない人妻も狩り出された。その中の何千人かは、勤労奉仕という名で日本に

送った。ところが、この勤労奉仕が、大変な奉仕で、軍は彼女らを、慰安婦として、

南方に送るための輸送船に積み込んだ」

★１９６３年８月２３日 吉田清治著「当選手記私の８月１５日」発表（『週刊朝日』

１９６３年８月２３日号所収）、吉田東司（下関）との名で佳作、本文は中野好夫の

「『私の８月１５日』を読んで」が引用した部分だけ、明らかになっている。～「…加
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害者の立場から——以上、特選から佳作までの各編は、すべて、戦争の被害者として

の立場から、８月１５日を想起したものばかりであった。しかしただひとりだけ、下

関市の会社員吉田東司（４９）は、加害者の立場からあの日を回想する。「私はこのこ

ろ山口県労務報国会動員部長をしていて、日雇労務者をかり集めては、防空壕堀りや

戦災地の復旧作業に送っていた。労務者といっても、あのころはすでに朝鮮人しか残

っていなかった。私は警察の特高係とともに、指定の部落を軒並み尋ねては、働けそ

うな男を物色していった」「奴隷狩りのように」と吉田氏自身もいう。その最中に入っ

たのが終戦のニュースだった。朝鮮人の報復への恐れは、直ちに頭に浮んだ。帰宅し

た吉田氏の家の前には、案の定、２０人ばかりの朝鮮人が集っていた、動員された朝

鮮人の行先を教えろという。問いつめられた吉田氏はついに捨てばちになった。「私

は靴ばきのまま座敷かけ上がると、床の間の軍刀をつかんで玄関へとび出してさ叫ん

だ。『どうせ戦争に負けたんだから、いまここで死んでやる。おれのしたことに文句が

ある奴は、殺して道づれにするから前へ出ろ！』私は気ちがいのように逆上し、軍刀

を抜いて彼らに近づいた。彼らはわめきながら逃げ散った。私はこれまでにしてきた

ことも、これからしなければならないこともわからなって、真夏の太陽の下でむなし

く軍刀をふりまわしていた」

★１９６５年５月３１日 朴慶植著『朝鮮人強制連行の記録』（未来社）を発行。名前

はないが、１９６３年８月２３日号の『週刊朝日』に掲載された吉田清治氏の手記を

引用して紹介。このときの手記は「一日本人は警察特高係とともに指定部落を軒並み

たずね、働けそうな男を物色し、奴隷狩りのように連行した」と書いている。しかし、
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朴慶植氏は同著のその他の箇所で、「朝鮮人女性が軍需工場、被服廠で働くのだとい

われて狩りだされた１７—２０歳前後のうら若い娘たち」が２千数百人、「南方各地

の戦線に送られ軍隊の慰安婦としてもてあそばれた」という王致守氏の証言も紹介し

ている（Ｐ１２２）。

★１９６８年６月３０日 同日付発行の医療文芸集団（全医労会館内）『白の墓碑銘』

に収録の手記・江川きく「撃沈」

——従軍看護婦として海南島の三亜海軍病院に派遣された江川さんが、そこでみた日

本人、朝鮮人、台湾人の「慰安婦」の検診の様子を驚きをもって書いている。 「毎日夕

方になると、大勢の兵隊さんが６時５分前に病院玄関前に整列し、いっせいに街に出

て行くことであった」 「ふと衛生兵の机の上を見ると、慰安婦の名前の上に、『将校用』

『兵隊用』『軍属用』と書かれてある。『これ、どういうこと？』『ああ、これか。将校

用は日本人、兵隊用は朝鮮人、軍属用は台湾人だとよ——』その衛生兵は、なりやげ

な言い方でそう言った。『まあ、まるで品物！』私は顔をしかめ、ぶるぶるっと身ぶる

いした」「部隊の移動にともなって、これらの施設（慰安所など）もついてまわってい

るということ、慰安所は、将校が『海南荘』と呼ばれる立派な建物なのに、それ以外

はバラック建ての、カーテンで仕切られただけの粗末な部屋だということなど、私に

とっては驚くばかりが、次つぎとわかってきた。将校は、〝おめかけさん″と呼ばれ

るオンリーをつくって海南荘の一室に住まわせ、従兵に世話をさせたりしていた」「あ

る日、…一人の〝おめかけさん″が、子宮外妊娠の手術を受けた。（手術中に空襲が

あり、江川さんらが不安な顔をしたのをみて）軍医が興奮してどなった。『重要な患者
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だ。手を放すな』そして『お前たち看護婦が無事でいられるのは、こういう人たちの

おかげなんだ。それを忘れるな』と、付け加えた。彼女たちは、遊郭制度廃止後かく

れて営業をしていたところを連れてこられた人が多く、ほかに、『特殊看護婦』という

名目で、本人も看護婦をするつもりで知らずにやって来たという人もいた。九州、四

国の人がほとんどで、アクセントの強い方言がわからずに困った。月給は２５０円程

度。私たちの９０円をはるかに超し、志願すれば、支度金として１０００円ぐらいは

もらえたという話もあった」

★１９７３年１０月２０日 千田夏光著『従軍慰安婦——"声なき女"八万人の告発』

（双葉社）の発行

★１９７６年１月３１日 金一勉『天皇の軍隊と朝鮮人慰安婦』（三一書房）の発行。

戦後の「慰安婦」問題の証言・手記などを網羅して分析・紹介。 「参考文献・資料」に

吉田清治氏の名前はないが、本の中には、吉田氏が書いたのと同じような 「慰安婦狩

り」の様子が詳しく書かれている。吉田氏の著作が発表される前に出版された著作で

あることが重要である。

★１９７７年３月１日 吉田清治著『朝鮮人慰安婦と日本人』（新人物往来社）の発

行」

★１９８０年３月７日 同日付で朝日新聞が吉田証言を初めて報道（川崎・横浜東部

版）～「連載 韓国・朝鮮人 命令忠実に実行 抵抗すれば木剣」（のちに取り消し）

★１９８２年９月２日 同日付で朝日新聞が吉田証言を報道（大阪本社版）～「朝鮮

の女性 私も連行 暴行加え無理矢理」（のちに取り消し）
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★１９８２年９月３０日 サハリン残留韓国人・朝鮮人の帰還請求裁判の東京地裁の

弁論で、吉田清治氏が同日と１１月３０日の２回にわたって証言。おもに朝鮮人男性

の強制連行の話だったが、その中で従軍慰安婦の強制連行の話も飛び出した。（高木

健一著『従軍慰安婦と戦後補償』〈三一書房、１９９２年７月３１日発行〉Ｐ１１５

～）、（平林久枝編『強制連行と従軍慰安婦』〈日本図書センター、１９９２年５月２５

日発行〉Ｐ２１４～証言全文を収録）

★１９８３年７月３１日 吉田清治著『私の戦争犯罪』（三一書房）の発行

★１９８３年１０月１９日 同日付夕刊の朝日新聞で吉田証言を報道～「韓国の丘に

謝罪の碑 『徴用の鬼』いま建立

★１９８３年１１月１０日 同日付の朝日新聞で吉田証言を報道～「ひと 吉田清治

さん」（のちに取り消し）

★１９８３年１２月１５日 吉田清治氏が韓国の「望郷の丘」に「謝罪の碑」を建立。

★１９８３年１２月２４日 同日付の朝日新聞で吉田証言を報道～「たった一人の謝

罪 韓国で『碑』除幕式」（のちに取り消し）

★１９８４年１月１７日 同日付夕刊で朝日新聞が吉田証言を報道～「連載 うずく

傷跡 朝鮮人強制連行の現在⑴ 徴用に新郎奪われて」（のちに取り消し）

★１９８６年７月９日 同日付で朝日新聞が吉田証言を報道～「アジアの戦争犠牲者

を追悼 ８月１５日、タイと大阪で集会」（のちに取り消し）

★１９８７年２月２７日 川田文子『赤瓦の家——朝鮮から来た従軍慰安婦』（筑摩

書房）の発行。その中で吉田証言を肯定的に引用している。
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★１９８７年６月２９日 韓国の盧泰愚大統領候補（民主正義党代表委員）が 「民主

化宣言」を発表

★１９８８年２月２５日 韓国の大統領に盧泰愚氏が就任。（現在の民主制になる）

★１９８９年８月３０日 同日付で、林えいだい著『消された朝鮮人強制連行の記録』

（明石書店）発行。その中に吉田証言あり。吉田氏による「謝罪の碑」を建立につい

ても言及。

★１９８９年１１月 ベルリンの壁の崩壊など、東欧諸国の民主化

★１９９０年１月４日 同日付の「ハンギョレ新聞」を１回目として、同月中、４回

にわたる連載で尹貞玉著「挺身隊（怨念の足跡）取材記」を掲載。その中で「吉田清

治さんの戦争犯罪の告白」という見出しで、吉田証言を詳しく紹介している。（尹貞玉

他著『朝鮮人女性がみた『慰安婦問題』〈三一書房、１９９２年８月１５日発行〉で日

本語訳を収録』

★１９９０年５月３０日 参院予算委で竹村泰子議員（社会党）が、従軍慰安婦の調

査要求

★１９９０年６月１日 参院内閣委で吉岡吉典議員（共産党）が朝鮮人強制連行、朝

鮮人慰安婦１４万人以上犠牲になった事など追及（新舩講演や、名前は出さないが、

吉田証言にも言及）

★１９９０年６月６日 参院予算委員会で本岡昭次議員（社会党）が、強制連行の中

に慰安婦がいたとのべ、調査を要求。清水職安局長「民間業者が軍とともに連れ歩い

た」と答弁し、調査を拒否（当時は海部俊樹首相）
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★１９９０年６月８日 同日付の「済州日報」（韓国語）で、「慰安婦」に徴用された

３人の女性の目撃証言（住所・名前を明記）を紹介。「戦争末期に済州島の住民たちが

日帝によって受けた苦痛は一つや二つではなかった。若者たちは、すでに強制徴用さ

れたり、徴兵されたりして、サハリンや北海道の炭鉱、そして南洋群島の戦場に、送

られていった。村ごとに違いはあったが、この頃、徴兵・徴用でかりだされた青年た

ちは、村当たり２０～３０人くらいになる。旧左面のある村でも、１８～３０歳の青

年２５人が徴用されているが、このなかには１８～１９歳の娘３人も含まれていたと

いう村民の証言もある （１２）。おそらくその娘たちは、いわゆる『挺身隊』と呼ばれた

従軍慰安婦として送られたようである」「（注１２）林基秋（６７歳、旧左邑東金寧里）

の証言」（「済民日報」四・三取材班著・文京洙など訳『済州島四・三事件』第一巻、

１９９４年４月３日発行、Ｐ２７、Ｐ５０９から。注は新聞連載では省略されていた

という）

★１９９０年６月１９日 同日付（大阪本社版）で、朝日新聞が吉田証言を報道～「名

簿を私は焼いた 知事の命令で証拠隠滅」（のちに取り消し）

★１９９０年１０月１７日 韓国の遺族、女性団体が従軍慰安婦問題で総理あて公開

書簡出す

★１９９１年５月２２日 同日付（大阪本社版）で、朝日新聞が吉田証言を報道～「女

たちの太平洋戦争 従軍慰安婦 木剣ふるい無理矢理動員」（のちに取り消し）

★１９９１年８月１４日 金学順氏が「慰安婦」被害を公開で初めて証言

★１９９１年１０月１０日 同日付（大阪本社版）で、朝日新聞が吉田証言を報道～
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「女たちの太平洋戦争 従軍慰安婦 乳飲み子から母引き裂いた」（のちに取り消し）

★１９９１年１１月５日 宮沢内閣発足

★１９９１年１２月 ソ連邦の崩壊

★１９９１年１２月６日 金学順氏ら韓国の「慰安婦」被害者らが日本政府に謝罪と

賠償を求めて東京地裁に提訴

★１９９１年１２月１２日 政府が６省庁による従軍慰安婦に関する実態調査を開

始

★１９９２年１月１１日 同日付の朝日新聞が朝刊１面で「慰安所 軍関与示す資料」

の記事を報道

★１９９２年１月１３日 加藤紘一官房長官（宮沢内閣）が、日本軍の「慰安婦」募

集への関与を認め、謝罪の談話発表

★１９９２年１月１７日 同日付の「赤旗」日刊紙が「どうする宮沢首相 この事実

従軍慰安婦の徴集 在日朝鮮人からも——軍の要請で地方官庁が命令」と題する記事

を掲載（のちに取り消された記事）

★１９９２年１月２３日 同日付夕刊で朝日新聞が吉田証言を報道～「窓 論説委員

会室から 従軍慰安婦」（のちに取り消し）

★１９９２年１月２６日 同日号の「赤旗」日曜版が「衝撃の証言 軍の命令で私が

狩り集めた 死ぬまで語り続ける」と題する吉田清治氏のインタビュー記事を掲載

（のちに取り消された記事）

★１９９２年３月３日夕刊 同日付夕刊で、朝日新聞が吉田証言を報道～「窓 論説
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委員室 歴史のために」（のちに取り消し）

★１９９２年３月１２日 参院内閣委で吉川春子議員（共産党）が加藤官房長官に従

軍慰安婦の「強制連行」を認めるよう迫る

★１９９２年３月２９日 同日から、秦郁彦氏が済州島の現地調査

★１９９２年４月 同月号の雑誌『ゼンボウ』に、上杉千年著「作り話『南京大虐殺』

の数的研究」が掲載される

★１９９２年４月１日 参院予算委で吉川春子議員が従軍慰安婦の「強制連行」問題

について加藤官房長官などに質疑。林えいだい著『消された朝鮮人強制連行の記録』

（１９８９年８月３０日発行）に記載の吉田証言も紹介しながら追及。現在調査中と

答弁

★１９９２年４月３０日 同日付の産経新聞で、秦郁彦氏の済州島の現地調査の要点

が紹介される

★１９９２年５月２４日 同日付の朝日新聞で、吉田証言を報道～「今こそ 自ら謝

りたい 連行の証言者、７月訪韓」（のちに取り消された）

★１９９２年６月 同月号の『正論』で秦郁彦氏が済州島の現地調査のリポートを発

表

★１９９２年７月６日 政府、「慰安婦」問題第１次実態調査結果発表、「強制連行」

に関する資料はないという。同時に、加藤官房長官（宮沢内閣）が談話を発表、「慰安

婦」問題で旧日本軍の関与を認め、「補償に代る措置」の検討を表明

★１９９２年７月 同月号の雑誌『諸君』に板倉由明著「朝日新聞に公開質問！阿鼻
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叫喚の強制連行は本当にあったのか？ 検証『慰安婦狩り』懺悔者の真贋」が掲載さ

れる

★１９９２年８月 同月号の雑誌『諸君』に上杉千年著「吉田『慰安婦狩り証言』検

証第２弾 警察 OB 大いに怒る」が掲載される

★１９９２年８月１３日 同日付の朝日新聞が吉田証言を報道～「元慰安婦に謝罪

ソウルで吉田さん」

★１９９２年９月 同月号の雑誌『自由』に上杉千年著「総括・従軍慰安婦奴隷狩り

の『作り話』――元・共産党員、吉田清治氏の従軍慰安婦狩りの証言は、真実か。そ

の証言を検証しつつ、その『偽証』を明確にする」が掲載される

★１９９２年１１月６日 吉川春子参院議員（共産党）が質問主意書（宮沢首相宛）

提出し、従軍慰安婦の強制連行の調査等を要求（吉田清治氏にも聞き取り調査をおこ

なうように要求）

★１９９２年１１月２７日 吉川氏への宮沢首相の答弁書 「（吉田証言などは）調

査に当たり十分に参考にしてきている」とするものの、聞き取り調査は「均衡を欠く」

「プライバシーの問題に触れかねない」「証言の真偽の判定が極めて困難」などの理

由で、「（聞き取り調査を）行うことは考えていない」とした。

★１９９２年１２月１２日 宮沢改造内閣発足。官房長官に河野洋平氏就任。

★１９９３年４月５日 宋神道さんが「謝罪文交付」と「国会における公式謝罪」を

求めて東京地裁に提訴

★１９９３年５月２４日 吉見義明、上杉聰、川瀬俊治の３氏が吉田清治氏にインタ
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ビュー。上杉氏の経歴「部落解放研究所近現代部会」（１９９３年当時の著書の奥付

から）。川瀬氏の経歴「１９４７年三重県生。大谷大学仏教学科卒業後奈良新聞入社、

工務部勤務をへて編集記者、８４年退職、８４－９９年解放出版社編集部員、９９年

退職、以降嘱託」（ネットから）。吉田清治氏の説明「産経新聞の攻撃への反論につい

て——大阪に人権博物館があるが、あのグループで、元・奈良新聞編集長をやってい

た人と吉見教授が、３、４カ月前にここにきて反論してほしいといってきた。私は『そ

んなことはやめなさい』と断った。そんなことやったって外務省や外政審議室にとっ

てはなんともないんだよ…」（『吉田証言は生きている』Ｐ４８）、「私のことが朝日新

聞なんかに出ているころ、済州島のことを産経新聞の秦教授とかいうものが書いた、

去年の春ですか、それ以後は朝日新聞が私の記事掲載を取材しなくなったんです」

（ 『吉田証言は生きている』Ｐ５３）

★１９９３年６月１８日 宮沢首相が国会を解散。

★１９９３年７月１８日 同日開票の衆院選で、自民党が過半数割れ。安倍晋三氏が

初当選（旧山口 1 区・定数 4）

★１９９３年７月３０日 宮沢首相が自民党総裁を辞任。それを受けての自民党総裁

選で、官房長官だった河野洋平氏が新総裁に選ばれる。

★１９９３年８月４日 宮沢内閣の河野洋平官房長官が談話 （河野談話）を発表。あ

わせて、 「慰安婦」問題での第２次調査結果を発表。河野談話（河野洋平内閣官房長官

談話）「…慰安婦の募集については、軍の要請を受けた業者が主としてこれに当たっ

たが、その場合も、甘言、弾圧による等、本人たちの意志に反して集められた事例が
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数多くあり、更に、官憲等が直接これに加担したこともあったことが明らかになった。

…なお、戦地に移送された慰安婦の出身地については、日本を別とすれば、朝鮮半島

が大きな比重を占めていたが、当時の朝鮮半島は我が国の統治下にあり、その募集、

移送、管理等も、甘言、強圧による等、総じて本人たちの意志に反して行われた」

★１９９３年８月５日 宮沢内閣が総辞職

★１９９３年８月９日 非自民非共産の細川内閣が発足（社会党が与党に）

★１９９３年８月２５日 衆院本会議で河野洋平自民党総裁が前日の細川首相の所

信表明演説について代表質問。「（細川）総理は８月１０日の記者会見で、さきの戦争

について、私自身は侵略戦争であったと認識していると明言されました。この発言は

明らかに、これまでの社会党などが主張するような戦後補償問題に対する見直しを前

提にしたものと受け取られかねない発言であります。ところが、総理は所信表明演説

では、一転してこの点について明言を避けられました。一体あなたの本音はどこにあ

るのでしょうか、明確にしておいていただきたいと思います」と追及。細川首相は「先

ほど河野総裁も、自分自身、過去の歴史から決して目をそらせてはならないと考えて

いるという趣旨の御発言がございましたが、私の発言は、いずれも、さきの戦争につ

いての私の認識をお示しをしたもので、いわゆる戦後補償問題を前提とした発言では

ございません。ちなみに我が国は、いわゆる戦後処理の問題につきましては、サンフ

ランシスコ平和条約等関連条約に従って誠実に処理してきているところで、このよう

な法的立場について見直しを行うことは考えておりません」と答弁した。

★１９９３年９月 同月号の雑誌『ゼンボウ』に上杉千年著「日本人として『教育を
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受ける権利は』何処へ――『従軍慰安婦』が教科書に！」が掲載される

★１９９３年１０月４日～１０月２５日 今田真人が赤旗記者として、吉田清治氏に

３回 （対面２回、電話１回）にわたってインタビュー。細川内閣が「慰安婦」の戦後

補償に否定的な国会答弁をしたことに吉田氏が怒る。以下、吉田氏の発言の引用。

「１９９３年８月末ごろになって、（社会党も入った内閣が、慰安婦の戦後補償を）絶

対に出さんということを国会で。そういう基金も作らないと。しかも野党になった自

民党の新しい総裁が、本会議で質問で戦後補償をやるのかやらんのかと、やりません

とはっきりね。それをいわせて、いわゆる日本の全政党（共産党をのぞく）が『やら

ない』と、世界中に明言した」（拙著『吉田証言は生きている』Ｐ７０）

「（今田が『本の中に書いてある年月日は事実か』と質問し、それに対して）だいた

い、当時、書くときに相当部下と相談して書いているから、間違いないです」（同Ｐ８

４）

「（今田が『フィクションのところはどこか』と質問し、それに対して）私以外の登場

人物をフィクションにしているわけです。ところが、これは強制連行そのもの、被害

者側からみたとき、それはだれであろうが、本人であろうが別の人間くっけてやろう

が、いっさいの被害者の、自分が連行された、その日時、場所なんかは、被害者側か

らみたら全部、事実だ。加害者側としてごまかしているが、連行された被害者側から

みたら全部、どこもウソはない。被害者側からの記述は全部。これだけは事実です」

（同Ｐ８４）

★１９９３年１１月１４日 同日付の「赤旗」日刊紙が今田が執筆した「国家の権力
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で『慰安婦狩り』 全羅道（南朝鮮）での実態リアルに 部落急襲 日本人警官が指

揮——元山口県労務報国会下関支部動員部長 新証言」と題するインタビュー記事を

掲載。（のちに取り消された記事）

★１９９４年１月２５日 同日付の朝日新聞が吉田証言を報道～「政治動かした調査

報道」（取り消された記事はこれで最後。合計１８本を取り消し）

★１９９４年４月３日 同日発行の 「済民日報」４・３取材班著 『済州島四・三事件』

（新幹社）第１巻で、 「済民日報」１９９０年６月８日付の内容として、 「慰安婦」に

されたらしい徴用された娘が３人いたとの証言を日本語に翻訳して紹介している。

★１９９４年４月２８日 非自民非共産（ただし社会党は発足直後に離脱）の羽田内

閣が発足

★１９９４年６月３０日 村山内閣（自民 ・社会・さきがけ連立）が発足。「社会党が

政権に参加して、安保、自衛隊、小選挙区制問題などとともに、従軍慰安婦問題の個

人補償などについての態度も、１８０度かわってしまった。侵略戦争とは認めず、個

人補償は拒否し、『従軍慰安婦は商行為』などと公然と主張する議員を抱える自民党

と足並みをそろえようとすれば、当然の帰結だろう」（吉川春子著『従軍慰安婦——

新資料による国会論戦』１９９７年１１月発行のＰ１０１）

★１９９４年８月３１日 「戦後 50 年に向けての村山富市内閣総理大臣の談話」。

★１９９４年１２月８日 吉川春子参院議員が村山富市首相に質問主意書。 「政府は、

国家責任による個人への謝罪と補償を行うべきである」「従軍慰安婦の強制連行につ

いて警察は重要な役割を果たしていることを示す報告すらある」と指摘し、 「慰安婦」
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関連資料に警察庁保存分がないことについて「全く納得できない」とのべ、追及。

★１９９４年１２月２２日 村山富市首相が吉川氏に対する答弁書を提出。「いわゆ

る従軍慰安婦問題は、当時の軍の関与の下に、多数の女性の名誉と尊厳を深く傷つけ

た問題であり、政府は心からの深い反省とおわびの気持ちを重ねて申し上げてきた。

御指摘の 『従軍慰安婦政策』について、引用された政府文書等から一般的に判断して

国際法違反であったとすることは困難であると考える」「いわゆる従軍慰安婦の問題

を含め先の大戦に係る賠償並びに財産及び請求権の問題については、我が国としては、

サンフランシスコ平和条約、二国間の平和条約及びその他の関連する条約等に従って

誠実に対応してきたことであり、政府として元慰安婦に対して個人補償を行うことを

考えていない」「平成４年（１９９２年）７月６日及び平成５年（１９９３年）８月４

日に発表したいわゆる従軍慰安婦問題に関する調査からは、所論のような認識を当時

の政府が持っていたことを示す資料は見当たらない」。また、警察庁が「関係資料につ

いて誠実に調査したが、該当する資料はなかった」とのべる。

★１９９５年７月１９日 「女性のためのアジア平和国民基金」（アジア女性基金）

発足

★１９９５年８月１５日 村山談話（閣議決定）

★１９９５年１１月１３日 吉川春子参院議員（共産党）ら４名の国会議員が質問主

意書。警察関係の資料を公表せよと追及。「報道によると、自治省がビル建て直しの

ため民間ビルに引っ越しをするに当たり膨大な旧内務省関係資料がある事が判明し

た（１９９４年１１月６日）。積み上げると１万５千メートルもあるというこの資料
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の中には警察関係、台湾総督府、朝鮮総督府関係の貴重な資料もあると思われる」と

指摘している。

★１９９５年１２月１日 村山富市首相が吉川氏らに答弁書提出。河野談話時（１９

９３年８月４日）時の調査発表資料に警察庁からの発見資料はなかったが、「その後

も、鋭意調査を続けてきたところであるが、発見に至っていない」とし、「事柄の性質

上、その後も新しい資料が発見される可能性はあり、引き続き十分な関心を払ってき

ている」とのべた。

★１９９６年１月 社会党が社民党と改称

★１９９６年１月４日、クマラスワミ氏が国連人権委員会に最終報告書を提出（いわ

ゆる「クマラスワミ報告」）。

★１９９６年１月１１日 橋本内閣（自社さ連立）が発足

★１９９６年２月１６日 参院予算委で吉川春子議員（共産党）がクマラスワミ報告

の受け入れを橋本首相に迫る。橋本首相は「受け入れる余地がないものだ」と拒否答

弁（吉川春子著『従軍慰安婦――新資料による国会論戦』Ｐ１２２）

★１９９６年３月１０日以前 クマラスワミ報告に対して、吉見義明氏が書簡。「吉

田氏の著書の『慰安婦』徴集の部分は、多くの疑問が出されているにもかかわらず、

吉田氏は反論していません。…吉田氏が反論することは困難だと思われます。吉田氏

の本に依拠しなくても、強制の事実は証明することができるので、吉田氏に関連する

部分は必ず削除することをお勧めします」と削除まで要求している。（以上は１９９

６年３月１０日発行、日本の戦争責任資料センター『ラディカ・クマラスワミ国連報
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告書』の解説（荒井信一氏によるもの）

★１９９６年４月１９日 国連人権委員会がクマラスワミ報告を採択（テーク・ノー

ト）

★１９９６年５月２・９日 同日号の週刊新潮の記事に吉田氏がコメント（のちに、

極右勢力がこれを、吉田氏自身が証言をフィクションと認めたとされるもの。実際は

そんなものではないが）

★１９９６年９月２７日 衆院解散。初の小選挙区制の総選挙を実施。

１９９６年１１月７日 自民単独の第２次橋本内閣発足（社民・さきがけは閣外協力）

★１９９６年１２月１９日 警察庁が吉川春子参院議員の事務所に「慰安婦」問題の

公文書を持参

★１９９６年１２月２０日 同日付「赤旗」の記事で、吉川春子参院議員が入手した、

官憲による「慰安婦」強制連行を示す警察庁提出資料を報じる。

★１９９７年１月 上杉聰氏が論文の中で、クマラスワミ氏宛の吉見氏の書簡の内容

について「吉田証言は根拠のない嘘とは言えないものの、『時と場所』という歴史に

とってもっとも重要な要素が欠落していて、歴史証言としては採用できないというの

が私の結論であるし、吉見教授も同意見と思われる。国連人権委員会のクマラスワミ

特別報告者に対して吉見氏が、その報告書の価値を守るため、吉田証言を採用しない

よう手紙を送ったのはそのためであった」と書いている。（『歴史地理教育』１９９７

年１月号）

★１９９７年１月１１日  「アジア女性基金」が韓国で７人の元「慰安婦」に償い金
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を支払う

★１９９７年１月１５日 柳宗夏・韓国外相（金泳三大統領）が訪韓中の池田行彦・

外相（橋本第２次内閣）に「アジア女性基金」の償い金の支給手続き開始について「き

わめて遺憾」と批判し、開始の撤回と手続きの中断を求める

★１９９７年２月３日 同日号の「赤旗評論版」で、八木絹著「旧内務省資料でわか

った『従軍慰安婦』の実態」を掲載

★１９９７年２月２７日 「日本の前途と歴史教育を考える若手議員の会」（代表・

中川昭一、事務局長・安倍晋三）が設立される

★１９９７年３月９日 産経新聞「強制連行の証拠なし」キャンペーン。河野談話を

「作成」した石原元官房副長官の証言を根拠に。（吉川春子著『従軍慰安婦——新資

料による国会論戦』１９９７年１１月発行のＰ２３８）

★１９９７年３月２０日 アジア女性基金編『政府調査「従軍慰安婦」関係資料集成』

➀、②、③巻同時発行。同➀巻に警察庁が吉川春子参院議員に提出した内務省警保局

関係の復刻資料を掲載する。

★１９９７年３月２６日  「日本の前途と歴史教育を考える若手議員の会」の第 5 回

の勉強会に、吉見義明氏（中央大学教授）が講師として出席、以下のように発言。

「強制連行はなかったかどうかということが非常に大きな焦点になっております。し

かし、私は何が問題かということを考える場合に、強制連行ということだけを取り上

げるのは少し問題を狭くするのではないかというふうに考えております。３つぐらい

の問題があると思いますが、一つはどういう形で女性たちが連れてこられたにせよ、
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慰安所で強制があったということが問題になるのではないかと思います。資料の一番

目で見ていただきたいと思いますが、平成５年（１９９３年）８月４日の河野洋平官

房長官の談話をここに引用させていただきました。…『当時の朝鮮半島は我が国の統

治下にあり、その募集、移送、管理等も、甘言、強圧による等、総じて本人たちの意

思に反して行なわれた』というふうに広くとっているわけであります。…元にもどり

ますけども、もっと広くとらえることが必要であるということだろうと思うんですね。

慰安所における強制が問題であるということです」（本Ｐ１８０・１８１）

「徴募時の強制はどうであったのかということです。朝鮮半島や台湾では、『官憲によ

る奴隷狩りのような連行』があったかどうかということは資料では確認できないのが

現状であるということであります。私どもはこういう『官憲による奴隷狩りのような

連行があった』ということはこれまでずっと言ってきておりません。問題は、それで

は戦争中の朝鮮半島や台湾での状況はどうであったのかということですけれども、実

は政府所管の資料の中にそういうものがたくさんあると思いますが、それが公開され、

調査されていないからいろんな議論が出てくるということだと思うんですね。もしそ

れが公開され、調査されればこの点は非常にはっきりすると思います。その結果、あ

ったかなかったかということがはっきりするのではないでしょか。なかったというこ

とがはっきりする可能性も非常にあるわけでありまして、これは調査してみる必要が

あるのではないかというふうに私は思います。それから狭い意味の強制連行ではなく

て広い意味での強制連行はあったということは、ほぼ意見の相違はないのではないか

と思います」（本Ｐ１８４）
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「教育内容について政治が介入するということについては、できるだけ自制をしてい

ただきたいというふうに私は思います。と申しますのは、何が事実であるのか、何が

真理であるのかということは、多数決になじみませんので、その点はぜひ慎重にして

いただければというふうに思うわけであります」（本Ｐ１９１）

「私どもも吉田証言が正しいというふうには言っていないわけですね。私の書きまし

た本『従軍慰安婦』でも吉田証言は一切取り上げておりません。それから元慰安婦の

証言でも信用できないというものについては、一切取り上げていないわけです。その

うえで実証していくとどういうことになるかということを先程のとおり申し上げた」

（本Ｐ２２４）

「その点については『いま分かっているのはここまでです』ということをちゃんと教

えていく必要があると思うんですね。それで吉田清治さんのような事態が実際にあっ

たのかどうなのかということについては、まだなかったというふうに完全に断定でき

るところまではいかないと思うんですね、一件もなかったかということにすると、そ

のへんが非常にあいまいではっきりしないというのは、政府がもっているはずの総督

府関係の資料にあるかもしれない。警察関係の資料の中にもそういうものがあるかも

しれないと思うんです。これまで警察庁には１点もないというふうな答弁だったわけ

ですが、去年幾つか出てきたわけですから。ですから、それはどういう立場に立つに

せよ、事実関係をはっきりさせるという意味で、こういうものを含めて調査してみた

らどうでしょうかというのが私のご提案したいことなんです。その結果、吉田清治さ

んが言っていることはないということがはっきりする可能性もあるわけですよね。あ
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るいは、幾つかの例でそういうことがあったという例が出てくるかもしれないですけ

れども、それはどちらになっても仕方のないことであって、あいまいに放置するより

も、事実関係をきちんと調査することが大事なんじゃないかなというふうに私は思っ

ています」（本Ｐ２４３）

★１９９７年３月２６日 「日本の前途と歴史教育を考える若手議員の会」（代表・

中川昭一、事務局長・安倍晋三）の第 5 回の勉強会に、藤岡信勝氏（東京大学教授）

が講師として出席、以下のように発言。

「（吉田清治著の『私の戦争犯罪 朝鮮人強制連行』の記述の一部を読み上げたあと）

こういう劇画タッチの本が出版されたわけであります。そしてこれが朝鮮人の慰安婦

の女性が東京地裁に提訴したという報道と前後して、急速にクローズアップされてま

いりました。そして朝日新聞はこの本を論説委員が勇気ある証言として繰り返し紙面

で褒める。そういうふうな状況で、これは完全にオーソライズ（正当化）されてしま

う。新聞によって事実として通用するようにされてしまったわけであります。ところ

で実際にはどうであったか。千葉大学の秦郁彦先生が済州島に調査にでかけましたら、

これは真っ赤な嘘だった。まったく事実でないということが暴露されてしまったわけ

であります。そして秦先生が調査にお出掛けになる前にこの本が——こういう表紙で

すが——韓国語に翻訳されましたので、この翻訳書を読んだ済州島の地元の済州新聞

の記者が独自に調査をしておりました。そして、そんな事実はまったくない、これは

日本の悪徳商法ぶりを示す道徳心に欠けた本だという結論を下して記事を書いてい

たわけであります。実は吉田清治という人物は、昨年 （１９９６年）の５月に週刊誌
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のインタビューに答えて、これがフィクションであるということをほとんど認めてお

ります。本人も認めているつくり話、これが韓国語に翻訳されて済州島の人は嘘であ

ることを知っている。しかし、韓国本土の人はこの本を読んで、未だにこれを丸ごと

信じきっているわけです。そして、日本人は朝鮮人の女性を凌辱したといって拳を振

るって糾弾している」（本Ｐ１９８）

★１９９７年３月３１日 同日付の朝日新聞の特集記事で、吉田証言が虚偽だという

確証がなかったため、「真偽は確認できない」と書く

「（吉田証言は）慰安婦訴訟をきっかけに再び注目を集め、朝日新聞などいくつかの

メディアに登場したが、間もなく、この証言を疑問視する声が上がった。済州島の人

たちからも、氏の著述を裏付ける証言は出ておらず、真偽は確認できない。吉田氏は

『自分の体験をそのまま書いた』と話すが、『反論するつもりはない』として、関係者

の氏名などデータの提供を拒んでいる」

★１９９７年４月 同月号の『噂の真相』が、藤川四郎著リポート「教科書批判派の

支柱・秦郁彦の知られざる破廉恥な過去の行状――大蔵官僚時代に女性問題で『週刊

新潮』（１９７３年５月２４日号）のスキャンダルになった過去が…。」を掲載

★１９９７年４月１日 ４月から使用の中学校の教科書全てに「従軍慰安婦」載る

★１９９７年６月２４日 吉見義明氏が共著『「従軍慰安婦」をめぐる３０のウソと

真実』を発行、その中で「（１９９３年５月に吉田清治氏にインタビューしたことを

紹介し、吉田氏に動員命令書が書かれた妻の日記を公開したらどうか、日記がないの

であれば、著書を訂正せよ、と迫ったが、拒否されたとし、また吉田氏が『回想には
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日時や場所を変えた場合もある』と述べたとして）そこで、私たちは、吉田さんのこ

の回想は証言として使えないと確認するしかなかった。なお、私は、１９９１年から

慰安婦問題の研究を始めたが、この間、吉田さんのこの証言はいっさい採用していな

い。証言としてかんじんな点となる場所や前後関係に変更が加えられているとしたら、

済州島での慰安婦『徴用』にかんする吉田証言を、事実として採用するには問題が多

すぎる、というほかない」などと全面否定している。

★１９９７年１１月１日 吉川春子『従軍慰安婦——新資料による国会論戦』発行。

この中で警察庁から提供された新資料を紹介

★１９９８年７月２０日 アジア女性基金編『政府調査「従軍慰安婦」関係資料集成』

④、⑤巻同時発行。これで全５巻発行が完結。同④巻に、１９４４年度の「内地樺太

南洋移入朝鮮人労務者供出割当数調」という、朝鮮１３道ごとの供出割当数の一覧表

が掲載される。男女合計３０万人の内訳の１万人が朝鮮人女性であり、「樺太南洋」

向けの人数も同じ１万人となっているので、この１万人が「慰安婦」にされた朝鮮人

女性と考えられる。（週刊金曜日２０１５年１２月１１日号の拙稿「朝鮮人女性『年

間１万人』強制連行の動かぬ証拠」や、共著『「慰安婦」問題の現在』（２０１６年４

月）の拙稿で紹介）

★２０００年 7 月 吉田清治氏が死去 （朝日新聞などがのちに調査した結果であるが）

★２０００年１０月 参院に共産・民主・社民が「戦時性的強制被害者問題の解決促

進に関する法律案」提出（以後、７回提出）

★２０００年１２月８日～１０月１２日 女性国際戦犯法廷開廷
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★２００１年１月３０日 NHK の ETV が大幅に改変した女性国際戦犯法廷の特集

を放送（改変して削除した時間枠に秦郁彦氏のインタビューを入れる）

★２００１年７月２４日 VAWW－NET ジャパンが NHK などを相手に、上記の番

組改編で東京地裁に提訴

★２００４年３月２４日 NHK 番組改編裁判の第１審判決、一部勝訴。

★２００５年１月１２日 同日付の朝日新聞が、NHK 番組改編で自民党の中川氏や

安倍氏らの事前圧力があったとする記事を掲載

★２００５年９月１日 月刊現代９月号 魚住昭氏の記事掲載「衝撃スクープ、証言

記録を独占入手！NHKvs．朝日新聞『番組改変』論争—— 『政治介入』の決定的証拠

——中川昭一、安倍晋三、松尾武元放送総局長はこれでもシラを切るのか」

★ ２００６年９月２６日 第１次安倍内閣発足

★２００７年１月２９日 NHK 番組改編裁判の控訴審で原告勝訴

★２００７年３月１６日 安倍政権が「軍や官憲による強制連行を直接示す証拠はな

い」などと主張する政府答弁書を閣議決定 （辻元清美衆院議員の質問主意書に対する

もの）

★２００８年６月１２日 NHK 番組改編裁判の上告審（最高裁）で不当判決

★２００９年９月１６日 非自民非共産の鳩山内閣発足

★２０１１年８月 韓国憲法裁が、「慰安婦」被害者の賠償請求権をめぐり、韓国政

府が日本側と交渉する努力をしないのは違憲と判決

★２０１１年１２月１４日 韓国挺身隊問題対策協議会（挺対協）が在韓日本大使館
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前に少女像を建立

★２０１２年１１月１６日 民主党の野田首相が衆議院の解散を決定

★２０１２年１１月３０日 日本記者クラブ主催の党首討論で、朝日新聞の星浩 （ほ

し・ひろし）記者が 「従軍慰安婦問題についての河野談話についての河野談話の見直

しを掲げられておりますが、この問題は法律事項でもありませんので、やろうと思え

ば、政権発足後すぐにでも内閣の閣議で、ある程度の了解がとれればできるわけです

が、河野談話の見直しのスケジュールについて聞きたい」と質問。安倍晋三・自民党

総裁が次のように答えた。「河野談話については閣議決定されたものではない。安倍

政権においてそれを証明する事実はなかったということは閣議決定しています。そも

そも星さんの朝日新聞の誤報による、吉田清治という、詐欺師のような男がつくった

本が、まるで事実かのように、これは日本中に伝わっていったことで、この問題がど

んどん大きくなっていきました。その中で、はたして人さらいのように連れて来た事

実があったかどうか、ということについては、それは証明されていない、ということ

を閣議決定しています。ただ、そのことが内外にしっかり伝わっていないということ

を、どう対応していくか。ただ、これも対応の仕方については真実いかんとは別に、

残念ながら外交問題になってしまうんですよ。ですから、新聞社のみなさんにも、そ

こは慎重になってもらわなければならないと思いますよ。そこで、われわれはこれを

どう知らしめていくかということについては、有識者のみなさま方の知恵も借りなが

ら考えて行くべきだろう、と思っています」

★２０１２年１２月４日 衆院選挙の公示
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★２０１２年１２月１６日投開票の衆院選挙で、自民党大勝、民主党大敗

★２０１２年１２月２６日 第２次安倍内閣発足

★２０１３年８月２８日 同日付夕刊の毎日新聞で、河野談話と村山談話の作成に内

閣外政審議室長として関わった谷野作太郎氏（当時７７歳）にインタビュー。「私の韓

国の友人。この人は日本の学校を出た人で私と同じ年ですが、彼は『子供のころ、自

分の村では年ごろの娘を外に出すなと言われたものだ。それでも彼女らが横付けされ

たトラックに乗せられ、泣き叫びながら連れ去られていくのを目にしたことがある。

そこにはオマワリやヘイタイもいた…』と。竹島（韓国名・独島）の話では冷静さを

保つ彼も、この話になると大変感情的になります」と話し、吉田清治型の「慰安婦狩

り」があった話を肯定的に紹介している。

★２０１３年１０月１６日 同日付の産経新聞が、河野談話の根拠になった政府の韓

国人元「慰安婦」１６人の聞き取り調査報告書を入手したとする暴露報道

★２０１４年２月２８日 菅義偉官房長官は２８日午前の衆院予算委員会で、従軍慰

安婦問題をめぐり旧日本軍の関与を認めた１９９３年の河野洋平官房長官談話の作

成経緯を調べるチームを政府内に新設する方針を表明した。「政府内に秘密の中で検

討チームをつくり、もう一度掌握する」と述べた。談話を作成する根拠となった元慰

安婦の証言の検証に関しては「極めて難しいが、どんな状況だったのか、秘密が保持

されるなかで政府として確認する」と語った。日本維新の会の山田宏氏への答弁。

★２０１４年３月１５日 同日付「しんぶん赤旗」に共産党の志位和夫委員長名の論

文「歴史の偽造は許されない—— 『河野談話』と日本軍『慰安婦』問題の真実」を発
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表。「政府であれ、軍であれ、明々白々な犯罪行為を指示する公文書などを、作成する

はずがありません」などとし、 「慰安婦」の強制連行を示す公文書は存在するはずがな

いと断言している。一方、「『強制連行を直接示す記述はなかった』とする政府答弁書

は、事実と違う」という小見出しの項で、強制連行を示す証拠として、オランダ女性

の強制連行にかかわる公文書と、中国南部の桂林での強制連行を示す東京裁判の判決

文をあげているが、植民地・朝鮮での朝鮮人女性の強制連行を示す公文書の存在を逆

に否定するものになっている。のちの吉田証言否定につながる記述としては、一部メ

ディアが入手した１６人の元「慰安婦」の聞き取り調査の文書について「政府は真正

なものと認めていません。…私たちの見解では、真偽がさだかでない文書をもとにし

た『河野談話』の攻撃は、相手にしておりません。相手にするだけの値打ちもないと

いうことです」と言明している。あやうい認識である。

★２０１４年４月２５日 政府の「「河野談話作成過程等に関する検討チーム」が準

備会合を開催。以降、同メンバーで４回の会合をもつ。

★２０１４年６月２０日 安倍政権の内閣官房と外務省が事務局となっている「河野

談話作成過程等に関する検討チーム」が報告書を発表。チームの５人のメンバーの１

人に秦郁彦氏がいる。同メンバーは「秘密保全の確保の観点から…非常勤の国家公務

員」とされ、「（河野談話作成の際）当時の政府が行った元慰安婦や元軍人等関係者か

らの聞き取り調査も検討チームの閲覧に供された」と報告書に明記されている。 「（河

野談話作成の際の韓国側との事前調整で）日本側は…いわゆる『強制連行』は確認で

きないという認識に立ち…河野談話の文言を巡る韓国側との調整に臨んだ」（報告書
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Ｐ１２）とのべ、河野談話や同談話の発表（１９９３年８月４日）時の河野官房長官

の記者会見との矛盾を事実上批判。河野官房長官が記者会見で、「強制連行の事実が

あったという認識なのかと問われ、『そういう事実があったと。結構です』と述べて

いる」（報告書Ｐ１３）とし、暗に河野官房長官が政府の方針に反して、韓国側に妥協

したかのような報告になっている。なお、のちに市民団体のメンバーの一人が明らか

にした河野談話発表時の内閣外政審議室の「想定問答集（調査結果発表）」 （確認必要

な文書、現時点では出せない）では、その「問１５」に「加害者側からの話を聞いた

のか。その内容いかん」というものがあり、答えとして「元軍人や元慰安所経営者と

いった人々の話は聞いたが、その個々の内容を公表することは差し控えたい。しかし、

うかがったお話については、当方としても十分に参考にさせていただいた」としてい

る。また、 「更問」として 「吉田清治氏から話を聞いたのか。その内容をどのように判

断したか」があり、「答」として「吉田清治氏からもお話を聞いたが、その内容を公表

したり、コメントしたりすることは避けたい」と書いている。

★２０１４年８月５日 同日付の朝日新聞が吉田証言を取り消す「検証記事」を発表

★２０１４年８月６日 同日付の朝日新聞に、前日の同紙の「検証記事」を肯定する

２人の識者、秦郁彦氏と吉見義明氏の談話を載せている。

★２０１４年８月１０日 フジテレビ「新報道２００１」、朝日新聞の吉田証言の「検

証記事」を受けて討論。共産党の小池晃副委員長が出演。小池氏「吉田証言はまった

く信ぴょう性がない」 「クマラスワミ報告は…確かに吉田証言は出てきます。そのあと

で、何が出てきているかというと、千葉大学の秦郁彦博士が吉田証言を否定している



- 29 -

ということもちゃんと紹介されているわけです。紹介してそれを踏まえて、結論出し

ている」「河野談話には、ああいう暴力的な連行などということは書いてないじゃな

いですか。吉田証言を河野談話は採用していないんですよ」

★２０１４年９月１１日 同日付の毎日新聞は、朝日新聞の「検証記事」を受けて 「『吉

田証言』のような軍の組織的強制連行があった」というのは「誤解」などとのべ、事

実上、同証言を虚偽とする特集記事を掲載。また、秦郁彦氏の談話を掲載し、「朝日新

聞が『吉田清治氏の「慰安婦狩り」証言は虚偽だった』と認め、記事を取り消した点

は、遅きに失したとはいえ、評価すべきだと思います」といわせることで、毎日新聞

が吉田証言を否定する立場であることを明らかにしている。ただ、談話のとりまとめ

にあたった当時の内閣外政審議室長、谷野作太郎氏 （元駐中国大使）のコメントを取

っており、谷野氏は「（吉田清治氏は）当時有名人になっていて、外政審議室の若い人

たちが２回ほど会ったが、興奮して話にならなかったので採用しなかった」とのべた

としている。谷野氏は吉田証言が「信ぴょう性がない」から、河野談話に採用しなか

ったのではなく、吉田氏が政府の聞き取りにたいして「興奮して話にならなかったの

で採用しなかった」と事実を明らかにしたのは重要である。

★２０１４年９月２７日 同日付の 「しんぶん赤旗」が吉田証言を取り消す論文 「歴

史を偽造するものは誰か—— 『河野談話』否定論と日本軍『慰安婦』問題の核心」を

発表

★２０１４年１１月１７日 同日付の北海道新聞が吉田証言を取り消す特集記事を

発表
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★２０１４年１２月１５日 同日付発行の『季刊 戦争責任研究』２０１４年冬季号

に上杉總氏の論文「拉致事件としての『慰安婦』問題」を掲載。吉見・上杉氏らによ

る吉田清治氏のインタビュー内容の文字起こしを公表、吉田証言全面否定した朝日新

聞「検証記事」を批判。

★２０１５年４月１０日 今田真人著『緊急出版・吉田証言は生きている』発行

★２０１５年６月１６日 日本共産党書記局から、今田真人に対して同日、除籍確定

通知がくる

★２０１５年６月２６日 同日号の「週刊金曜日」で、「『吉田証言』は本当に『虚偽』

なのか！？」と題する、西野瑠美子氏と今田真人の対談の記事が掲載される

★２０１５年６月２６日 同日号の「週刊金曜日」で、吉方べき著「知られざる済州

島地元紙の『吉田証言』報道の中身」が掲載される

★２０１５年６月２７日 バウラックセミナーが開催され、拙著『吉田証言は生きて

いる』について今田が報告

★２０１５年１２月１１日 同日号の「週刊金曜日」で、今田著「朝鮮人女性『年間

１万人』強制連行の動かぬ証拠」が掲載される

★２０１５年１２月２８日  「慰安婦」問題で日韓合意。日本の外務大臣の岸田文雄

（安倍内閣）と韓国の外交部長官の尹炳世 （朴槿恵大統領）による外相会談後に記者

会見で発表

★２０１５年１２月２９日 日本共産党の志位和夫委員長が日韓合意について 「問題

解決に向けての前進と評価できる」とする談話を同日付「赤旗」日刊紙に掲載。与党
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の自民党や公明党、野党の民主党、維新の会も評価する見解を発表

★２０１６年４月１９日 今田真人著「『吉田証言』は本当だった——公文書の発見

と目撃証人の登場」を発表 （同日発行の前田朗編『「慰安婦」問題の現在—— 「朴裕河

現象」と知識人』所収）

★２０１６年９月１８日  『新潮４５』９月号で、大高未貴著の記事「『吉田清治』長

男、衝撃の告白『慰安婦像をクレーン車で撤去したい』 慰安婦問題を作った男の肖

像」を掲載。大高氏はのちに、この内容を単行本にして出版。

★２０１７年６月７日 大高未貴著『父の謝罪碑を撤去します——慰安婦問題の原点

「吉田清治」長男の独白』（産経新聞出版）発行

★２０１７年１１月２４日 同日号の「週刊金曜日」で、今田著「外交史料館から新

たな「慰安婦」文書１２点発見」が掲載される

★２０１８年２月１５日 今田真人著『極秘公文書と慰安婦強制連行——外交史料館

等からの発見資料』を発行

★２０１９年１２月１４日  「嫌韓ナショナリズムと植民地主義」と題して今田の講

演会が開かれる（研究所テオリア主催）

★２０２１年４月２７日 菅義偉首相の「衆議院議員馬場伸幸君提出『従軍慰安婦』

等の表現に関する質問に対する答弁書」。

—— 「政府としては、慰安婦が御指摘の『軍より「強制連行」された』という見方が

広く流布された原因は、吉田清治氏（故人）が、昭和５８年（１９８３年）に『日本

軍の命令で、韓国の済州島において、大勢の女性狩りをした』旨の虚偽の事実が、大
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手新聞社により、事実であるかのように大きく報道されたことにあると考えていると

ころ、その後、当該新聞社は、平成２６年（２０１４年）に… 『吉田清治氏の証言は

虚偽だと判断した』こと等を発表し、当該報道に係る事実関係の誤りを認めたものと

承知している」


